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１　

は
じ
め
に

北
は
日
本
海
、
南
は
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
兵
庫
県

は
、
総
延
長
８
０
０
㎞
に
も
及
ぶ
変
化
に
富
ん
だ
海

岸
線
を
有
し
、
美
し
い
自
然
や
多
様
な
気
候
と
風
土

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
良
好
な
水
質
の
海
水
浴
場
を

始
め
、
御
食
国
・
淡
路
島
に
代
表
さ
れ
る
極
上
の
海

の
幸
、
山
陰
海
岸
の
壮
大
な
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

86
年
前
に
日
本
初
の
国
立
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ

た
瀬
戸
内
海
は
日
本
最
大
の
閉
鎖
性
海
域
で
あ
り
、

一
帯
は
早
く
か
ら
文
化
が
栄
え
、
人
と
自
然
と
が
共

存
し
島
々
の
段
々
畑
や
潮
待
ち
の
港
町
な
ど
、
自
然

と
暮
ら
し
が
一
体
と
な
っ
た
親
し
み
や
す
い
景
観

や
、
大
小
数
々
の
島
で
構
成
さ
れ
た
内
海
の
多
島
海

景
観
が
豊
か
で
美
し
い
海
と
し
て
、
広
く
世
界
に
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
く
は
万
葉
集
の
額
田
王

の
歌
「
熟
田
津
に
船
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
潮
も
か

な
ひ
ぬ
今
は
漕
ぎ
出
で
な
」
に
も
あ
る
よ
う
に
交
流

の
海
で
も
あ
り
、
産
業
の
中
心
、
海
外
と
の
窓
口
と

な
り
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
行
き
交
い
、
日
本
の
近

代
化
、
高
度
経
済
成
長
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。

１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら
、
産
業
や
人
口
が
集
中

し
水
質
の
汚
濁
が
急
速
に
進
行
し
た
こ
と
な
ど
を
背

景
に
水
質
保
全
対
策
等
が
推
進
さ
れ
、
１
９
７
３
年

に
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
１
５
年
の
改
正
で
は
、
瀬
戸
内
海
の
環

境
保
全
に
関
す
る
基
本
理
念
の
新
設
、
具
体
的
施
策

先進・ユニーク条例【解説】

　兵庫県は「環境の保全と創造に関する条例」
を改正した（令和元年10月兵庫県条例第13
号）。
　豊かで美しい瀬戸内海の再生に向けた施策
を実施するに当たり、瀬戸内海の海域におけ
る良好な水質を保全し、豊かな生態系を確保
する上で望ましい栄養塩類の濃度を定める等
の規定を盛り込み、海中の栄養分の濃度につ
いて適切な管理をするために全国で初めて、
栄養塩類の濃度の「下限」を告示した。

の
追
加
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
、
瀬
戸
内

海
を
そ
の
有
す
る
価
値
や
機
能
が
最
大
限
に
発
揮
さ

れ
た
「
豊
か
な
海
」
と
す
る
考
え
方
が
明
確
に
さ
れ

ま
し
た
。

兵
庫
県
で
も
「
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
」
に
再

生
す
る
た
め
、
２
０
１
７
年
か
ら
生
物
生
息
域
の
確

保
や
水
質
目
標
値
（
下
限
値
）
の
設
定
に
向
け
た
議

論
を
開
始
し
、
令
和
元
年
に
「
環
境
の
保
全
と
創
造

に
関
す
る
条
例
」（
平
成
７
年
兵
庫
県
条
例
第
28
号
）

に
、「
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
の
再
生
」
の
条
文
を

追
加
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
本
県
が
全
国
で
初
め

て
の
取
組
で
あ
る
水
質
目
標
値
（
下
限
値
）
の
設
定

に
至
っ
た
経
緯
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

兵
庫
県
農
政
環
境
部
環
境
管
理
局
水
大
気
課

兵庫県

環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
条
例

―
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
の
再
生
に
向
け
た 

　
兵
庫
県
の
取
組
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２　

条
例
改
正
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

も
と
も
と
瀬
戸
内
海
は
、
豊
富
な
水
産
資
源
に
恵

ま
れ
た
、
豊
か
で
美
し
い
海
で
し
た
が
、
高
度
経
済

成
長
期
の
都
市
化
・
工
業
化
の
進
展
に
伴
い
、
鉄
鋼

業
、
石
油
製
品
・
石
炭
製
品
製
造
業
、
化
学
工
業
、

繊
維
工
業
、
食
料
品
製
造
業
、
機
械
工
業
等
の
企
業

が
集
積
し
、
工
場
排
水
、
生
活
排
水
が
大
量
に
流
入

し
、
水
質
汚
濁
が
著
し
く
進
行
し
た
こ
と
で
赤
潮
や

漁
業
被
害
等
が
頻
発
し
、「
瀕
死
の
海
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

瀬
戸
内
海
の
水
質
を
改
善
す
る
た
め
、
１
９
７
３

年
に
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
（
昭
和
48
年

10
月
２
日
法
律
第
１
１
０
号
）
が
制
定
さ
れ
（
５
年

後
に
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
改
正
）、

工
場
排
水
規
制
や
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
等
の

対
策
を
行
っ
た
結
果
、
陸
域
か
ら
の
栄
養
塩
類
の
流

入
が
減
少
し
、
多
い
年
に
は
１
２
０
件
程
度
発
生
し

て
い
た
赤
潮
が
20
件
に
ま
で
減
る
な
ど
水
質
は
大
き

く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
栄
養
塩
類
（
窒
素
や
り
ん
）
は
、
多
す

ぎ
る
と
富
栄
養
化
を
促
し
水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
る

一
方
で
、
食
物
連
鎖
の
底
辺
を
支
え
る
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
栄
養
分
で
も
あ
り
、
豊
か
な
生
態
系
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
も
あ
り
ま
す
。（
図
１
）

本
県
の
瀬
戸
内
海
域
で
は
窒
素
、
り
ん
の
環
境
基

準
達
成
率
が
１
０
０
％
と
な
る
一
方
で
、
近
年
は
栄

養
不
足
に
陥
り
漁
獲
量
の
減
少
が
見
ら
れ
ま
す
。
全

窒
素
及
び
全
り
ん
の
環
境
基
準
は
、
自
然
環
境
保
全

や
水
産
等
、
海
域
の
利
用
目
的
に
応
じ
て
Ⅰ
～
Ⅳ
の

類
型
ご
と
に
基
準
値
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
本
県
の

海
域
は
、Ⅱ
類
型
～
Ⅳ
類
型
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
沖
合
の
Ⅱ
類
型
指
定
水
域
の
窒
素
濃
度
は
、
Ⅱ

類
型
の
環
境
基
準
値
（
0.3
㎎
/L
）
を
大
き
く
下
回
り
、

0.2
㎎
/L
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
公
社
）
日
本
水

産
資
源
保
護
協
会
が
２
０
１
８
年
に
改
定
し
た
水
産

用
水
基
準
で
は
、
瀬
戸
内
海
な
ど
閉
鎖
性
の
高
い
海

で
は
全
窒
素
0.2
㎎
/L
を
下
回
る
と
漁
船
漁
業
に
は
適

さ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
本
県
の
Ⅱ
類
型
指

定
水
域
は
漁
船
漁
業
の
観
点
か
ら
見
る
と
危
機
的
状

況
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
図
２
）

図２ 瀬戸内海（兵庫県）Ⅱ類型の全窒素 濃度 

 

大阪湾（ハ）５地点平均  
淡路島西部南部５地点平均  
播磨海域（ニ）５地点平均  
播磨灘北西部３地点平均  

Ⅱ類型環境基準値

（出典： 兵庫県公共用水域水質常時監視結果）  （出典：兵庫県公共用水域水質常時監視結果）

図２　瀬戸内海（兵庫県）Ⅱ類型指定水域の全窒素濃度

図１　生態系ピラミッド

先進・ユニーク条例
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本
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
―
の
調
査
で
は
、
イ
カ
ナ

ゴ
漁
獲
量
と
窒
素
濃
度
が
同
調
し
て
減
少
し
、
近
年

は
イ
カ
ナ
ゴ
の
肥
満
度
も
低
下
し
て
い
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。（
図
３
）

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
兵
庫
県
で
は
条
例
を

改
正
し
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
の
再
生
を
目
指
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。

３　

条
例
の
改
正
内
容

新
た
に
、「
第
６
章　

豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海

の
再
生
」
を
設
け
、
第
１
節
に
「
理
念
」、「
県
の
施

策
」、「
事
業
者
及
び
県
民
の
責
務
」
を
、
第
２
節
に

「
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
基
盤
と
な
る
栄
養
塩
類

の
管
理
」
を
定
め
、
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
の
再

生
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
第
６
章
の
構

成
を
図
４
に
示
し
ま
す
。

（
１
）
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
の
再
生
（
第

１
４
０
条
の
２
）

瀬
戸
内
海
を
、
そ
の
有
す
る
多
面
的
な
価
値
及
び

機
能
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
た
海
で
あ
る
「
里
海
」

と
し
て
再
生
す
る
と
い
う
基
本
理
念
を
定
め
ま
し
た
。

（
２
）
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
の
再
生
に
向
け
た

施
策
の
実
施
（
第
１
４
０
条
の
３
）

豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
の
再
生
に
向
け
、
沿
岸

域
の
環
境
の
保
全
、
再
生
及
び
創
出
、
水
質
の
保
全

及
び
管
理
、
自
然
景
観
及
び
文
化
的
景
観
の
保
全
、

水
産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
の
確
保
等
に
関
し
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す

る
も
の
と
定
め
ま
し
た
。

（
３
）事
業
者
及
び
県
民
の
責
務（
第
１
４
０
条
の
４
）

工
場
等
を
設
置
し
て
事
業
を
行

う
者
、
農
林
漁
業
者
そ
の
他
の
事

業
者
は
、
基
本
理
念
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
そ
の
事
業
活
動
が

豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
の
再
生

に
寄
与
し
得
る
こ
と
を
認
識
し
、

そ
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
豊
か
で

美
し
い
瀬
戸
内
海
の
再
生
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
ま
し

た
。ま

た
、
県
民
に
つ
い
て
も
、
基

本
理
念
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
自
ら
の
生
活
、
地
域
活
動
等

を
通
じ
て
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内

海
の
再
生
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
ま
し
た
。

理念（第 条の２）
 
瀬戸内海を豊かで美しい「里海」として再生する。

施策（第 条の３）

瀬戸内海を再生するための
施策を実施する。

事業者・県民の責務（第 条の４）

事業者・県民は、瀬戸内海の再生に努める。

栄養塩類の適切な管理（第 条の５）

瀬戸内海の海域における望ましい栄養塩類濃度を定める。
必要な調査及び研究を行い、 施策に反映する。

 
沿岸域の環境の保全、

再生、創出

 自然景観及び

文化的景観の保全

 水質の保全及び管理

 水産資源の持続的な

利用の確保

図４　�環境の保全と創造に関する条例一部改正�
（豊かで美しい瀬戸内海の再生）

※DIN： �植物が直接利用できる形態である、溶存無機態（アンモニア
態、亜硝酸態、硝酸態）の窒素のこと

図３　�栄養塩（溶存無機態窒素（DIN））濃度とイカナゴ（シンコ）
漁獲量との関係

漁協
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（
４
）
瀬
戸
内
海
の
海
域
に
お
け
る
栄
養
塩
類
の
適

切
な
管
理
（
第
１
４
０
条
の
５
）

豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
の
再
生
に
向
け
た
施
策

の
実
施
に
当
た
り
、
瀬
戸
内
海
の
海
域
に
お
け
る
良

好
な
水
質
を
保
全
し
、
か
つ
、
豊
か
な
生
態
系
を
確

保
す
る
上
で
望
ま
し
い
栄
養
塩
類
の
濃
度
を
定
め
、

そ
の
濃
度
が
保
持
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
定
め

ま
し
た
。
豊
か
な
生
態
系
を
維
持
す
る
た
め
に
、
一

定
の
窒
素
・
り
ん
濃
度
を
保
つ
た
め
の
仕
組
み
と
し

て
、海
域
の
全
窒
素
濃
度
及
び
全
り
ん
濃
度
に
関
し
、

水
質
目
標
値
（
下

限
値
）
を
設
定
す

る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
値
を

水
産
用
水
基
準
を

基
に
全
窒
素
0.2
㎎

/L
、
全
り
ん
0.02
㎎

/L
と
定
め
、
兵
庫

県
告
示
第
５
１
３

号
（
令
和
元
年
10

月
25
日
）
で
公
布

し
ま
し
た
。（
表
）

ま
た
、
海
域
で

の
栄
養
塩
の
循
環

プ
ロ
セ
ス
、
全
窒

素
・
全
り
ん
濃
度

と
生
物
の
関
係
は

複
雑
で
あ
り
、
未
解
明
な
要
素
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
瀬
戸
内
海
の
海
域
に
お
け
る

栄
養
塩
類
の
実
態
の
調
査
、
生
物
に
与
え
る
影
響
に

関
す
る
研
究
、
そ
の
他
の
瀬
戸
内
海
の
海
域
に
お
け

る
栄
養
塩
類
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
調
査
及
び
研

究
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
知
見
を
施
策
に

反
映
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
海
域
の
水
質
を
保
全
し
つ
つ
、
生
物

が
生
息
で
き
る
栄
養
塩
濃
度
を
維
持
す
る
た
め
に
水

質
目
標
値
を
定
め
、
そ
れ
に
向
け
た
施
策
を
順
応
的

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

４　

条
例
改
正
を
基
に
し
た
取
組

条
例
改
正
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
水
質
目
標
を
達
成

し
、
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
を
再
生
す
る
た
め
に

本
県
で
は
、
主
に
以
下
３
つ
の
取
組
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
瀬
戸
内
海
で
窒
素
や
り
ん
を
増
や
す
た
め
の

陸
か
ら
の
供
給
源
と
し
て
、（
１
）下
水
処
理
場
、（
２
）

工
場
・
事
業
場
、（
３
）
農
地
・
山
林
に
着
目
し
て

い
ま
す
。（
図
５
）

（
１
）
下
水
処
理
場
で
の
管
理
運
転
の
拡
大

家
庭
等
の
生
活
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
処
理

し
て
い
る
下
水
処
理
場
で
は
、
11
月
～
４
月
の
冬
季

に
排
水
の
窒
素
濃
度
を
引
き
上
げ
る
運
転
（
管
理
運

転
）
を
行
っ
て
お
り
、
本
県
の
播
磨
灘
で
は
３
下
水

処
理
場
で
本
運
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ

の
管
理
運
転
実
施
処
理
場
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
海

域
へ
の
栄
養
分
の
供
給
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
２
）
工
場
・
事
業
場
か
ら
の
供
給

海
を
埋
め
立
て
た
工
場
地
帯
に
は
多
く
の
工
場
・

事
業
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
工
場
・
事
業
場
の
排

水
か
ら
有
害
物
質
を
除
去
し
つ
つ
、
窒
素
や
り
ん
が

供
給
さ
れ
る
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。本
県
で
は
、

昨
年
度
、「
工
場
・
事
業
場
に
お
け
る
栄
養
塩
類
供

給
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
、
栄
養
塩
類

供
給
の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
や
そ
の
実
施
手
法

等
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
は
、
事
例
を
参
考
に
取

組
を
促
す
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
農
地
・
山
林

人
為
的
に
制
御
可
能
な
（
１
）・（
２
）
等
の
「
点

源
」と
比
べ
る
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
難
し
い
も
の
の
、

降
雨
等
に
よ
り
、
川
か
ら
海
に
栄
養
が
流
れ
込
む
供

給
源
と
し
て
農
地
・
山
林
な
ど
の
「
面
源
」
が
あ
り

ま
す
。
森
里
川
海
を
水
と
と
も
に
栄
養
塩
が
循
環
す

る
こ
と
で
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
へ
の
再
生
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

５　

課
題
と
展
望

豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
の
再
生
に
向
け
窒
素
、

り
ん
な
ど
の
栄
養
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
生

物
が
育
ち
、
棲
む
場
所
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

表　�望ましい濃度の範囲（水質目標値（下限値）と環境基準値との
間の濃度）

先進・ユニーク条例
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め
、
藻
場
や
干
潟
、
砂
浜
等
の
生
物
生
息
場
所
の
創

出
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
栄
養
を
供
給
す
る
手
法
に
つ
い
て
も
、
広

く
県
民
の
理
解
が
必
要

で
す
。
今
回
、
条
例
を

改
正
し
水
質
目
標
値

（
下
限
値
）
を
定
め
る

に
際
し
、「
海
を
汚
す

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

は
」
と
懸
念
さ
れ
る
御

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

海
中
の
窒
素
、
り
ん
か

ら
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
→
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
→
魚
類
へ
の
物
質
循

環
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
科

学
的
に
未
解
明
な
部
分

も
多
く
、
栄
養
塩
を
適

切
に
管
理
し
、
本
県
の

取
組
が
豊
か
で
美
し
い

瀬
戸
内
海
の
再
生
へ
つ

な
が
る
か
検
証
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
条
例
改
正
は
、

豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内

海
を
取
り
戻
す
た
め
の

第
一
歩
で
す
。
現
在
の

瀬
戸
内
海
は
か
つ
て
の
富
栄
養
化
か
ら
、
貧
栄
養
化

と
い
う
新
た
な
課
題
に
直
面
し
、
今
ま
で
の
環
境
保

全
の
観
点
か
ら
、
管
理
へ
と
シ
フ
ト
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
取
り
得
る
べ
き
最
善
の
施
策
を
模
索
し

な
が
ら
美
し
い
海
を
保
全
し
つ
つ
、
栄
養
塩
濃
度
を

適
切
に
管
理
す
る
全
国
初
の
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図５　「豊かで美しい海の創出」のための施策イメージ


